
度
末
で
計
画

期
間
の
前
期

５
年
が
終
了

と
な
る
こ
と

か
ら
、
平
成

28
年
度
か
ら

の
後
期
５
年
計
画
の
改
定
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
の
事
業
で
は
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
講

座
の
充
実
や
、
各
世
代
が
求
め

る
魅
力
あ
る
事
業
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
お
い
て
は
、
駅
に

返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
す
る
わ
か
た
け

会
館
・
図
書
館
で
は
、
更
な
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
し
て

は
、
平
成
27
年
度
に
新
都
市
連

絡
協
議
会
を
構
成
す
る
北
海
道

登
別
市
、
滋
賀
県
守
山
市
と
福

生
市
の
三
市
で
実
施
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業
は
、
８
月
の

福
生
七
夕
ま
つ
り
の
時
期
に
合

わ
せ
て
、
福
生
市
で
少
年
野
球

競
技
の
交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
４
「
地
域
の
教
育

力
の
向
上
」
で
は
、
子
ど
も
の

登
下
校
時
や
放
課
後
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
地
域
の
方
々

と
と
も
に
小
学
校
毎
に
子
ど
も

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

そ
の
補
完
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ

も
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
生
市
の
子
ど
も
た
ち
、
市

民
の
皆
様
が
、
「
こ
の
ま
ち
が

好
き
、
夢
か
な
う
ま
ち
福
生
」

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
教
育
委

員
会
が
一
丸
と
な
っ
て
各
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
27
年
第
１
回
３
月
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
野
教

育
委
員
長
が
、
教
育
委
員
会
が

取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
基
本

的
な
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
進
展
に
伴
い
、
学
校
教

育
に
お
け
る
課
題
も
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
良

質
な
教
育
施
策
の
取
組
や
事
業

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
基
本
方
針
１
「
子
ど
も
た
ち

の
『
生
き
る
力
』
の
育
成
」
で

は
、
学
習
や
生
活
の
ル
ー
ル
な

ど
を
ま
と
め
た
「
ふ
っ
さ
っ
子

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
作
成
、
及

び
「
福
生
市
不
登
校
総
合
対

策
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
中

学
校
の
部
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
教
育
の
研

究
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
定
着
に
つ
い

て
は
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た

「
ふ
っ
さ
っ
子
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
に
よ
り
、
学
習
の
統
一
基

準
を
学
校
と
家
庭
で
取
り
組
み
、

小
学
校
４
年
生
ま
で
の
徹
底
し

た
基
礎
学
力
の
習
得
や
個
別
支

援
教
育
を
重
点
化
し
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
、
状
況

に
応
じ
た
教
育
を
推
進
す
る
た

め
に
「
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
第
三
次
実
施
計
画
」
を
策
定

し
、
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
推
進
と
、
本
市
の
特
色
と

し
て
の
洋
の
文
化
の
重
点
化
を

図
る
た
め
、
26
市
で
は
初
と
な

る
英
語
教
育
推
進
担
当
課
長
職

を
配
置
し
、
小
学
校
に
お
け
る

外
国
語
活
動
の
授
業
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
「
福
生
市
英
語

教
育
推
進
計
画
（
仮
称
）
」
を
、

平
成
27
年
度
末
を
目
指
し
て
策

定
し
ま
す
。

　

基
本
方
針
２
「
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

学
校
体
育
館
に
つ
い
て
、
天
井

や
照
明
、
窓
ガ
ラ
ス
等
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
工
事
を
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
授
業
が
で
き
る
環
境
整
備

と
し
て
、
移
動
型
の
端
末
利
用

の
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
の

稼
働
を
目
指
し
て
い
る
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
は
、
実
施
設
計
完

了
後
、
建
設
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
新
た
な
配
送
方
法
に
伴

う
給
食
の
受
入
れ
態
勢
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
方
針
３
「
生
涯
学
習
社

会
の
推
進
」
で
は
、
第
２
期
生

涯
学
習
推
進
計
画
が
平
成
27
年

平成27年度の教育委員会の主な取組

・2020年のオリンピック・パラリンピック東
京大会開催を踏まえ、児童・生徒が五輪の意
義や参加国の歴史、文化を学ぶためのオリン
ピック・パラリンピック教育を推進します。
（予算額1,500千円）
・小学校全校の学校プールにおける授業及び
夏季休業日の水泳指導を継続して実施し、指
導補助員を配置して健全育成及び水泳能力の
向上を図ります。（予算額1,616千円）
・授業及び校務にICT機器を活用して学習活動の充実を図るとともに、
教員の校務の負担軽減を図るため、小・中学校の職員室や図書室等のパ
ソコン及び周辺機器を整備します。（予算額62,567千円）
・市立図書館と学校図書館との所蔵データの一元化を行ない、図書館機
能の充実を図ります。（予算額843千円）
・日本語能力が不十分なため、学習理解や生活習慣の習得が困難で、特
別な支援を要する児童・生徒に対して、NPO法人との連携を通した指導
を実施し、在籍学級への早期の適応が図れるようにします。（予算額
3,019千円）

・平成26年度に策定した「コミュニティ・スクー
ル基本構想」に基づき、コミュニティ・スクール
設置を実現させます。
・職層に応じた教員研修等を実施します。
・学校給食に関わる職員に対しノロウィルス検査
を実施することで、衛生管理を強化し、安全で安
心な学校給食を実施します。（予算額1,164千円）
・第五小学校の校庭で、表土の補充と排水設備整備、校庭の一部を芝生
化します。（予算額24,003千円）
・第三中学校で、校内給水管の更新と、飲料水を水道管から直接給水を
受ける方式に変えます。（予算額23,254千円）
・第三中学校で、老朽化した便所の改良を行います。（予算額100,944
千円）

・駅に返却ポストを設置して、返却資料の回収を行い、図
書館サービスの向上を図ります。合わせて学校図書館への
配送便を運行し、学校図書館を支援します。（予算額670
千円）
・旧田村家住宅を保存及び活用のため、暫定的な公開等の
活用に必要なトイレや手洗いの設置等、展示スペースとす
るための土蔵の改良工事を行います。（予算額10,837千
円）
・ジュニアスポーツ体験・育成事業と
して、就学前児童及び小学生を対象に
様々なスポーツの体験を通じ、基礎運
動能力の育成及びスポーツを好きにな
る子どもの育成を目的に教室を開催し
ます。（予算額2,003千円）
・老朽化したプチギャラリーの空調設備及び外壁等の改良
工事を行ないます。（予算額38,295千円）
・白梅会館屋上等防水を改良するため、既存の防水シート
を撤去し、新たに防水工事を行います。（予算額6,085千
円）
・地域で活動している団体や、新たに地域で行事を計画し
ている方に対し、「福生市地域まなびあいボランティア」
に登録している講師や指導員を派遣します。

・児童が通学路において交通事故及び犯罪による被害を受
けないよう、見守り体制を整備するこ
とにより、児童等の安全確保を図りま
す。（予算額5,114千円）
・公民館事業に参加する機会を増やす
ため、託児保育を付けた講座を実施し
ます。

　平成22年3月に策定した福生市教育振興基本計画は、前期5年間が経過しており、これまでの取組を継承しつつ、
新たな課題に対応するため、現在、後期5年間の修正後期計画の策定手続きを進めています。このため、教育目標を
達成するための基本方針に基づき、これまでの取組に加え、次の事業も実施していきます。
　なお、平成27年度からの福生市教育振興基本計画修正後期は、今後、所要の手続きを行って策定し、市民の皆さん
にお知らせします。

教育総務費　3億6,861万7千円
　教育委員会とその事務局、小中学校の
教育指導に要する経費
小学校費　5億9,790万6千円
　学校の運営、学校施設の整備に要する経費
中学校費　5億1,244万8千円
　学校の運営、学校施設の整備、ランチ
ルームの運営に要する経費
学校給食費　2億3,257万7千円
　小学校給食の調理及び設備に要する経費
社会教育費　7億3,189万2千円
　公民館、市民会館、図書館、プチギャ
ラリー、茶室の運営や、青少年の健全育
成、文化財保護などに要する経費
保健体育費　2億6,960万4千円
　体育館及び屋外体育施設の管理、ス
ポーツの推進事業に要する経費

　平成27年度福生市一般会計予算227億
5,000万円が３月の市議会定例会で認定
されました。教育費の一般会計予算全体
に占める割合は11.9％、前年度と比較し
て約1億2,986万3千円、5.0％の増額と
なりました。

平成27年度教育費予算
（27億1,304万４千円）
をお知らせします

平
成
27
年
度

福
生
市
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え
方

保健体育費
9.9%

保健体育費
9.9%

教育総務費
13.6%
教育総務費
13.6%

小学校費
22.0%
小学校費
22.0%

中学校費
18.9%
中学校費
18.9%学校給食費

8.6%
学校給食費
8.6%

社会教育費
27.0%
社会教育費
27.0%

子どもたちの「生きる力」の育成

信頼される学校づくりの推進

生涯学習社会の推進

地域の教育力の向上

基
本
的
な
考
え
方

福
生
市
教


